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はじめに
•自己紹介
•国立歴史民俗博物館 助教
•専門：人文情報学，歴史情報学

•本発表では
•人文学領域におけるシチズンサイエンスの事例
として，京都大学古地震研究会が運営する
『みんなで翻刻』プロジェクトを紹介
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京都大学古地震研究会
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•京都大学所属の地震学者が
主宰する，歴史地震史料の
研究グループ

•地震学，気象学，日本史，
地理学，科学史，情報学，
図書館司書など多分野の参加

•週一回の活動で，毎年10冊
程度の史料を解読



解読対象の例（『元禄地震記』）
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地震史料の解読が重要な理由
•日本で計器を利用した地震の観測が始まったのは，
明治20年代のこと

•それ以前に発生した地震については，基本的に
文献史料を使用して発生状況を調べる必要がある

•地質学的な調査では百年単位での誤差が生じる

•しかし地震史料の数は膨大
•AIによる自動解読もまだ道半ば
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6URL: https://honkoku.org/

https://honkoku.org


「みんなで翻刻 地震史料」
•概要
•歴史災害史料の市民参加型翻刻プロジェクト
• 2017年1月10日にWeb サイトを正式公開
•翻刻…歴史学の専門用語で，古文書に書かれた文字を
活字に起こすこと
•翻刻されたテキストは CC BY-SA で公開

•プロジェクトの目的
1. 災害史料の大規模テキストデータベース構築
2. 翻刻作業を通じた市民の防災意識向上
3. 機械学習の教師データ構築
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翻刻の対象
•東大地震研図書室「石本文庫」
•東京大学地震研２代目所長・石本巳四雄（1893-1940）
が収集した災害史料コレクション
•このうち、現在地震研でデジタル公開されている史料
114点（画像数3,193枚）の全文翻刻が当初の目標
→公開5ヶ月で完了．現在は地震研の他の史料を翻刻中
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市民参加を実現するために
•古文書解読の学習サービスとして設計されている
1. くずし字解読の学習コンテンツ提供
2. 参加者間のコラボレーションによる「学び合い」

•くずし字学習の延長として，自然に翻刻作業に
参加してもらうことが目的
•「やりがい搾取」にならないように
•参加者が明確なメリットを得る形で参加してもらう
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用例画像を使った字形の学習
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用例画像を利用した確認テスト
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史料一覧画面
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翻刻文エディター
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参加者間の翻刻文添削
•翻刻文の保存時に，
翻刻文の添削を他の参加者に
依頼することができる

•相互添削の目的
•参加者の能力向上
•翻刻文の品質向上
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翻刻作業のタイムライン共有
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翻刻文添削時の通知
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添削結果の表示
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公開後の成果
• 2017年1月のシステム公開後，1日最大4.5万文字が入力
•公開５ヶ月後には石本文庫114点の全文翻刻が完了
→ 地震研の所蔵するデジタル化済み和古書全点を投入
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プロジェクトの進捗（6/18時点）
•総入力文字数…501万文字
•翻刻が完了した画像…6588/6966枚（94%）

•翻刻が完了した史料…452/472点
•残り20点で東大地震研所蔵（デジタル化済み）和古書
全点の翻刻が完了

•参加登録者数…4301名
•このうち330名が実際の翻刻に参加
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成果物の品質について
•中世史研究者に依頼し，翻刻文10万文字を検証し
た結果：

•100文字あたり平均1.5文字のエラー
•学術出版される史料集には及ばないものの，
内容把握や全文検索には十分な品質
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まとめ
•『みんなで翻刻』の成果
•人文学の基礎的作業である歴史資料の翻刻に，
市民参加のプロセスを導入することができた
• 地震史料という特殊ジャンルではあるが…

•今後の展望
•災害史料以外の一般の歴史資料への展開
•翻刻テキストの地震研究への活用
•機械学習技術の導入
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